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1. はじめに

1991年に米国で看護師（Registered Nurse, RN）

免許を取得して以来、看護界に関わるようになり、さ

らに、新生児専門ナースプラクティショナー（Neonatal 
Nurse Practitioner, NNP）の資格を取得してから既に

7年が経つ。

本年（2009年）7月、チーム医療推進を目指す日

本の医療者への情報提供を依頼されて講演のために

来日し、米国のNNPの歴史や、経験を通したナース

プラクティショナー（Nurse Practitioner, NP）の姿に

ついて紹介させていただいた。帰国した折には、日

本の多くの多職種の方 と々の情報交換の機会を持つ

ことができ、日本の医療・看護の実態の一部を垣間

みることができた。日本国内の看護を含めた医療界

では、 新たな試行錯誤の波紋の渦が見られるが、日

本の社会環境が必ずしも看護の前進を歓迎していな

いかのようにも感じられた。

米国の高度看護は既に半世紀以上の歴史をもち、

助産師は1925年から、NP教育は小児分野から1965
年に始まった。筆者の専門である新生児集中治療分

野で活躍するNPは、70年代初期に開始された。

日本での看護教育の強化、活躍領域・業務の拡

大、医療を理解した看護系医療者の活躍の必要性を

以前から強く感じてきた筆者は、米国のNPに関す

る話題を、日本の新生児ジャーナル（ネオネイタルケ

ア、メディカ出版）に2004年春から、2006年の末ま

で33回にわたり連載してきた。「日本ではNPの実現

は無理だ」という声のみが海を越えて聞こえてきてい

る中で、大分県立看護科学大学で2008年 4月、日

本初のNPの大学院教育が開始され、未だ法的に確

かな将来が見えない中で、勇気ある看護師らが未知

の世界へ飛び込んできたことを知り、NPの実態を

発信してきたことが無駄ではなかったと感じている。

2008年4月に大分で始まった朗報に対する筆者の反

応は、"That's one small step for a man, one giant 
leap for a mankind"であった。これは、1969年7月
20日に初めてアポロ11号の着陸船イーグルから月へ

と降り立った、ニール・アームストロングの言葉である。

コロラド大学でロレッタフォード氏と、シルバー氏の

協力の下で小児NP教育が開始したのは、丁度その4
年前であった。

2. 日本におけるNPとCertifi ed Nurse Specialist
（CNS）の相互関係に対する不安と懸念

NP導入を達成するためには、（1）行政の理解、（2）
看護界内部での教育と制度への理解、（3）医療界の

他職種パートナー達との協調が必要である。さらに、

人材の有無も考えなければならない。この4側面が

なければ医療ニーズという屋根を安全に支えること

は難しいと思う。今回の帰国で、教育を通して知識

を習得し、裁量権と責任拡大を実現しようとするエ

ネルギーと力が日本国内のあちらこちらに見え隠れし

ていると感じた。看護界での大きな変化に対して摩

擦が生じる一つの理由は、看護師に個人感情があり、
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自分の仕事に誇りがあり、自ら行ってきたことへの愛

着を感じているからだと思う。医師と看護師、また

NPとCNSに関する将来の相互の価値を、現段階で

見極めるのは困難かもしれないが、看護界の将来の

成長はどのようなビジョンを持つべきなのかを考えて

みたい。日本医師会の「NP反対」に対するNPの診

療の安全性アウトカムを社会に表明できる日が来るこ

と、NPの特区提案が認められること等を心から願っ

ているが、本稿では、NPとCNSの兼ね合いについ

て筆者が日本滞在中に感じた不安と懸念に注目して

私見を述べることとする。

3. NPのグローバル化の実態 
筆者は、2009年1月から5月にかけて、諸外国の

新生児看護業務実態、NP制度導入実態と導入後の

感想を簡単なアンケート調査によって把握しようと試

みた。筆者が活動に参加している国際新生児看護協

会の役員の許可を得て、この協会に所属している国々

の新生児看護学会メンバー並びに、学会の存在しな

い国々では看護協会関連メンバーを通して新生児現

場から回答を得た。18カ国、68人に協力していただ

いたこの調査によると、NNP、すなわちNICU内の

急性期現場で活躍するNPを活用している国 と々して

は、アメリカの他にカナダ、英国諸国、オーストラリア、

ニュージーランド、オランダ、デンマーク、韓国であっ

た。「新生児現場においてNP導入への動きがあるか」

との質問に対して、 南アフリカ、パキスタン、インド

から、検討しつつあるという非公式回答を得ること

ができた。NNPの役割範囲は国によって差があった。

現在、日本にこの質問を投げかけたら、たずねる相

手によっておそらく多様な返答が戻ってくるであろう。

現在、国際新生児看護協会では、この世界的な「医

療参加型看護」の発展に答えて、NNP教育へのサポー

トとして、教育ガイドラインを考案中である。既に確

立されている教育標準をグローバルに共有すること

で、世界中でのNNPを支援したいという試みである。

世界の果てに思えるアフリカのスワジランドでも一時

期NP教育が行なわれていたが、消滅してしまった

後、再建の試みがされている事実や、世界各国で看

護の役割拡大の進展が主に、NP、CNSを中心に様々

な速度で進んでいることは必見に値する（Sheer and 
Wong 2008）。

4. 米国でのNNP
各専門NPに関しては、対象とする患者のフォー

カスが小児、婦人科などとそれぞれ異なるために、

別々に定義されている。医師団体である米国小児

科学会（American Academy of Pediatrics, AAP）
は、NNPの貢献を"Advance Practice in Neonatal 
Nursing"という文書で発表している（AAP 2009）。
最新版では、NPの独立性をさらに前進した表現で

定義している。新生児医療現場で活躍する二つの高

度専門職、すなわちCNSとNNP両者の定義がさ

れている。NNPは、専門医師との協力体制の下で、

NICUで患者の診療診察、急変時の対応、急な分

娩時の蘇生、搬送に対して責任を持つ急性期NPで

ある。病理学、生理学、薬理学の知識に基づいて

独立した診療、診断の判断を行い、また胸腔穿刺、

腰椎穿刺、気管内挿管、中心静脈、動脈ライン挿

入などの処置を医師不在の環境でも行うことができ

る。 現行のNNPの 教育内容、資格，免許取得制

度に関する新生児看護学会のスタンダードを、AAP
は 充分であると認めている（National Association 
of Neonatal Nurses 2002, 2004, AAP 2009）。しか

し、ここまで来るまでの約40年の間、CNS、医師

グループ、看護教育者らが、NNPを常に支援してき

たわけではない。1972年にNNP教育が大学院で開

始された後、大学院レベルの教育が全米で一般的に

拡大するのに10年もかかった。医学的要素を持つ

NNPに、「看護学修士を授ける価値はない」と当時

のCNSや大学関係者は考えており、看護団体も反

対した。このため90年代の米国のNNPの中で修士

レベルの教育を受けた者は全体の３分の１に留まっ

ていた（Johnson 2002）。 現在活躍中のNNPは、約

80%が、最低、大学院修士レベルの教育を受けて

いる（Cusson et al 2008）。現在のNNPの業務内容

は、初期とは比較にならぬほど高度化しており重症

患者の診療診察も幅広く行う。

5. CNS（Clinical Nurse Specialist）の役割

CNSの活躍幅も進化しており、求められる役割

が更に高度になっているのはNPのみではない。ま

ず医師側がCNSをどのように認めているのかをみ

てみたい。AAPの新生児CNSの定義の一部を訳

すと、「CNSは、持続的な医療の質向上（quality 
improvement）を推進する責任があり、スタッフ養成

と成長のための教育の充実を図る。CNSはエビデン
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スを活用した看護実践を推進し、自らも専門性の高

い実践によって活動する」とある（AAP 2009）。医療

者にはquality improvementという義務があり、改

善点を継続的に調査し、 問題点を解決し、様々なア

ウトカムを分析して、医療の質向上への継続的努力

をする義務は、医療社会の専門分野としての地位を

確立するほどになった。質向上はトヨタ自動車等の

製造生産業界では何十年も前から導入されたコンセ

プトである。

看護側の文書からCNSの描写を見てみる。2008
年７月8日に発表された"Consensus Model of APRN 
Regulation: Licensure, Accreditation, Certifi cation 
and Education"は、APRN Consensus Work Group
とNational Council of State Boards of Nursing 
APRN Advisory Committee との共同で、まとめら

れた文書（APRN joint dialogue group report 2008）
である。各専門分野におけるadvance practice RN
（APRN）の教育、資格取得、さらに免許取得に至る

までの制度の全米標準に関する合同意見である。州

の差異を最小限にしつつ、高い標準を守るための努

力をし5年近くを経て完成したものである。46以上

の看護関係団体が賛同の意を表したこの文書にある

CNSの定義の一部を要約すると、「CNSが影響を与

え得る対象は、患者、看護師、そして、制度やシス

テムであり、主たる目的は患者アウトカムと看護実践 
において継続的に質向上を求めること」とある。全て

の医療者が医療を提供する上で、質向上と維持を目

的とすべきである事は近年強調されてきたコンセプト

である。医療に関わる人材の多くを看護職が占めて

いることは、日本も米国も変わらず、高い水準の看

護が医療全体へ及ぼす影響力が想像以上に大きいこ

とを認識する必要がある。CNSが、医療の質を考え

るにあたっては、エビデンスに基づいた指導、ガイ

ドラインの作成と持続的な再検討という看護現場の

直接の業務がまずある。さらにクオリティーの数値

の物差しとなる死亡数、入院期間、合併症、院内感染、

搬送対応状況、インシデント、ニアミス、看護師配

置数の妥当性、患者や家族の満足度や安心感など

医療機関にとって貴重なデータ収集、分析し、更に

改善策への提案へ繋げる責任がある。そして、病院

レベルでの制度に関わるのみではなく地域、社会、

さらには国レベルでの医療政策、制度に関わり、医

療安全や質向上へと繋げるビジョンがある。質の高

い医療を保つためには高度な人材が必要とされる。

6. NPの存在がもたらす影響

日本の看護界で見落とされていると筆者が感じる

点に注目して述べてみたい。

筆者は、「NPの存在は、CNSのエキスパートとし

ての介入の場を拡大し、活躍機能を高め、活動効果

を向上する可能性が強い」と考えている。

CNSにとっては、CNSが定着してきた矢先に、別

の高度看護を医療市場に出すことが、CNSにどのよ

うな影響を与えるかは当然の懸念であろう。看護の

役割は、医療的分野に介入する必要はないとの意見

も聞かれる。しかし、30年前には医師しか行なわ

なかった業務が、看護業務に変わってきたのは、グ

ローバルな現象であり、前述した1月から5月に行なっ

た国際調査でも、NICUで新生児のルート確保を看

護業務としない国は、先進国ではほとんど存在しな

くなってきていることが判明した。NPが誕生した後、

看護と医療という輪の重なり合う部分は確実に増加

し、チーム医療としての医療提供モデルが推進され

てきた。医療提供モデルは更なる進化をし続けるこ

とが予想され、医師法、保助看法制定当初のGHQ
時代と変わらぬ定義を当てはめ続けることが質と技

術ともに高度な 医療を目指す日本社会が求めている

ことだろうか。「安全を念頭に入れた監督下での訓練

と、試験合格と免許取得にて知識習得を承認された

者は 定められた対象患者のために自律的判断を行な

うことができる」といった改正文を目にする日が待ち

遠しいものである。

具体的にNPがCNSにどのように影響を与えるの

かについて米国の例を参考に説明したい。看護側の

現場の意見が、NPのバックアップで医師側の支援

に結びつきCNSのプロジェクトとなって実現すること

は大変多い。また、逆にNPの持っている医療の目

で、看護スタッフの技術や知識に向上の余地や、シ

ステム改革の必要性を見いだすことも多い。本来なら

医学の領域の問題も、看護が貢献できることにNP
が気付き医師側に持ちかけることもあり、それによ

りCNSの出番が増える。CNSがプロジェクトとして

取り組むべき改善チャンスが現場では発掘されずに、

誰にも気付かれず化石になろうとしている課題がな

いだろうか。日本でも、看護側と医療側の視点を連

携させ、協力体制を構築していくことによりCNSが

現在よりも更に現場において貴重な 取り組みをする

機会が増えるのが目に見えるようだ。医療の質向上

への意識と努力をチーム医療体制で高めることこそ、
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患者へのquality improvementの還元に大きくつな

がると思う。高度な教育を受けたからには、看護界

以外との繋がりも眼中に入れたビジョンをもって貢献

してゆきたい。Institute of Medicine（アメリカ医学

研究所）は、連邦政府とは独立してサイエンス、ヘル

ス等に関する国へのアドバイザリー的地位を持って

いる。この機関から医療界へ提言されたコンピテン

シーは次の5か条である。（1）family centered care、
（2）interdisciplinary approach、（3）evidence-
based practice、（4）quality improvement、（5）
informatics (Institute of Medicine 2004) 。こ

の5か条はグローバルに強調されている。Joint 
Commission（病院評価機構に当たる）という世界

的に権威のある病院評価の基準を定める機関もこ

れらを厳しく評価の物差しとしている。この機関も

政府とは独立した機関であるが、国全体のquality 
improvementの標準を高く保つ努力をしている。

CNSが実際に関与する具体例のいくつかを表1に
まとめた。筆者の身近かな環境で見られる一例では

あるが参考にしていただきたい。

7. NPおよびCNSの需要および供給と教育

現在、CNSのみのプログラムは米国では減少傾向

にあり、多くの大学院では、NP/CNSの両資格を取

得できるコースが増加してきた。CNSの中には、NP
の資格も取得した人も多い。両資格を持つCNSの中

には週の二日をNPとして働き他の数日をCNSとして

勤務する人もいる。NPとしての知識が役立ちCNS
の活動範囲を広げることが多いという。求人状況を

見ると、NPの求人のほうが多いが、これは、CNS
の価値や需要自体が減っているのではなく、役割の

違いのために起こる需要の差である。CNSの役割は、

すでに述べたように安全なケアがスムーズに行なわ

れることをゴールとしており、様々なケア上の改善策

と取り組み、問題があれば原因追及に努める。NP
の主な責任は、患者の診療に当たり医療ニーズに答

えることである。1日にNPが診る患者数は多くて数

十人であるがCNSがクオリティ向上のために貢献でき

る患者数は数十人から数百人以上にも及ぶ可能性が

ある。役割別に必要数を計算すると、同じ数の患者

のために必要なNPの数はCNSより多くなり、CNS
の数倍のNPが養成されなければ、社会の医療ニー

ズを満たし続けることが困難になってしまうのであ

る。多くのNP/CNSの講座は、社会のニーズに対応

する将来を見据えたフレキシブルな試みであるといえ

る。州によって、ある規模以上の医療機関は医療安

全のためにCNSの配置を義務づけているところもあ

る。CNSが築いてきたquality improvement努力が

認められている結果だといえるだろう。日本でCNS
のみが大学院レベルの到達点であるとするとNP思
考に強い看護師が得意な分野で活躍する場所はない。

日本でのNP導入により、持てる能力を出し切れずに

いる看護師が他の職種や外国へ流れることを防ぐに

違いない。さらに、幅広い有能な人材が、看護職に

惹かれる現象が起きることも米国の例から想像でき

る。最初から麻酔看護師やNPを目標にして看護を

選択してきた人材のモチベーションには特有のもの

がみられる。

8. フィジシャンズアシスタント（PA）との比較

PAもNPとよく似たミッドレベルの診療や治療を

行なう専門性の高い職業ではあるが、CNSとの協力、

看護への貢献は本質的に望めるものではない。NP
は、芯に看護社会への使命感的なものを持っている

といえる。また、PAは、専門別の養成をされていな

いのが一般的である。NPは専門別に養成されるた

め、卒業時の専門知識と臨床体験に大きな影響を与

えることはいうまでもない。新生児集中治療の現場

では、地域によっては、NNPが不足しており、PAの

活躍が見られるが、新生児専門医師は、新生児専門

病理、生理学、薬理学を習得しているNNPを求める。

外来分野や外科分野でのPAの活躍は大変広い。資

格、免許での許容範囲に差はあるが、医療の多様化

によりミッドレベル医療者として無くてはならない存

在であることは変わらない。

9. おわりに

日本の看護団体がNPの導入を懸念し続けること

も考えられ、医師側がPAを先に実現することも可能

である。NP導入という医療への大きな貢献機会を

他職種に譲ってしまうのは惜しいと思うのはわがまま

な発想であろうか。

すでに認定看護師やCNSが活躍する日本におい

て、NP思考の人材が腕を磨き始め、活躍と教育の

機会を首を長くして待っているように思う。その人

材の海外流出をどうにかして逆流させたいとも感じ

る。薬学の世界でsynergistic effectという表現があ

る。別々に処方されるよりも両者が同時に投与され
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表1. CNS活動例
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ることで、お互いの効果を強化するという意味で、ア

ンピシリンとゲンタマイシンは新生児に対してよく使

われるシナジーデュオである。CNS/NNPのシナジ

スティックな効果に期待したい。看護界の一致と団

結の波で、看護を前進させquality improvementを
想像以上のレベルへ押しあげたい。By uniting we 
stand, by dividing we fall*. 日本の行政や、医師団

体にも看護の隠れたポテンシャルを信じて医療崩壊、

医療危機打破のために協力を願いたい。

   *1768年、 独立を臨むアメリカ国民へ団結を呼びかけ

る"Liberty Song"の歌詞がボストンガゼット誌に掲載

された。 その中でBy uniting we stand, by diving we 
fall.というラインがある。 その後パトリックヘンリー

の最後のパブリックスピーチで引用されたり、 南北

戦争時にリンカーン大統領も引用したことで有名な言

葉である。
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